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◇定例議会について◇ 

８月２６日から 9月１９日までの日程で、９月定例議会が開会されました。 

主な議案は、「総合福祉会館構成施設の指定管理者の指定」、「平成２６年度一般会計

など補正予算」、「平成２５年度の各会計決算の認定」など２１議案と報告 1 件でした。 

◇一般会計補正予算より◇ 

平成２６年度一般会計補正予算は、歳入歳出に８億８，８０７万円を追加し、総額を

２３８億１，８９５万円にするものです。（当初予算は、２２７億５，６００万円。） 

歳入の主なものは、以下のようになっています。 

今回の補正予算での事業に充てる部分以外については、今後の財源調整のための「財

政調整基金」に３億５，７９９万３千円、「都市基盤整備基金」に 1億円、公共施設整備
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1億３，８８３万８千円 ５，９５９万２千円

大雨雨水排水対策工事設計業務委託３件 既存住宅耐震・改修助成（増額補正）

２，７３２万５千円 ２，２３７万円

焼却施設運転管理関係（減額補正） 予防接種委託料関係

△３，０５８万５千円 ３，４０１万１千円

運動場機械設備工事 予備費（増額）

６０８万７千円 ２，０００万円

内　　　容 今回の補正額 補正後の額

繰 越 金 ５億７，２２５万８千円 １０億７，２２５万８千円

市債 (臨時財政対策債 ) １億２，９５１万１千円 １２億８，８９１万１千円

県 支 出 金 ４，８９９万２千円 １３億　　９０３万８千円

地 方 交 付 税 交 付 金 １，９０９万６千円 １億５，２０９万６千円
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基金に５，０００万円に積み立てるとしています。以下は、主な歳出です。 

注：大雨雨水排水対策関連は、６月の集中豪雨対策のため７か所の排水対策工事を行う

うち、４か所は市で対応、専門性を要する３か所を委託するものです。 

予防接種委託料は、法令改正により１０月１日からの小児水ぼうそう、高齢者肺炎球

菌の定期接種実施のためとしています。予備費の補正は異例ですが、６月の集中豪雨で

の緊急対応により当初予算計上額に迫る額となっていることから、今後に備え増額補正

をしたものです。 

◇新設小学校建設（補正予算から）◇ 

市内小学校の適正規模・適正配置に向けて、平成２８年４月の開校を予定している新

設小学校建設関連の補正予算が組まれました。２か年に渡る継続費＊を上の表のように

平成２６年度当初予算から４０億１，８７３万４千円へと増額。   

この他に建設工事費では、外構工事、学校用備品類整備、併設さ

れる図書館分館備品整備などが見込まれます。今回の補正予算で

は、平成２６年度建設事業分について５、９８４万３千円の増額補正も行われています。 

なお、９月議会に先立って、議会の学校建設等特別委員会が８月２０日に開かれ、計

画の進捗状況などの説明を受けました。その際、通学環境の安全確保とともに「事業費

規模の見直し」についても説明が行われ事業費増加が示されていました。この要因とし

ては、「建築面積の増加、建設関連資材などの上昇、工事内容の追加」といったことによ

るものとしていたもので、今回の補正予算となったものです。 

総額 年度 年割額 総額 年度 年割額

平成26年度 261,657 平成26年度 321,500

平成27年度 3,009,040 平成27年度 3,697,234

注：小学校建設と建設工事監理の額。

（単位：千円）

補正前 補正後

3,270,697 4,018,734

和光市市立小学校
建設事業
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◇安心・安全の確保（防災・子育て）◇ 

 【雨水対策】６月の集中豪雨で生じた浸水対策として、７か所が対象となったもの

です。そのうち３件の「大雨雨水排水対策工事設計業務委託料」が合計で２，７３２万

５千円計上されました。これは、規模・工事内容を考慮し外部に設計委託し、工事につ

いてはその結果を受けて可能な限りの対応を考えていくとしています。残り４か所につ

いては、職員による現地調査による設計により、雨水バイパス管２カ所、新規の横断側

溝１カ所などを行っており、今後発注していくとしています。（再掲） 

 【保育所新設】民間保育園誘致のための用地取得費が計上されました。場所は白子

３丁目、用地取得後に運営する事業者を募り、７０名程度の定員を予定し、平成２８年

４月開所を目指していくとしています。 

◇ 平成２５年度の決算より ◇ 

 ９月議会では、平成２５年度の各会計の決算審査が行われ、いずれも認定されました。 

【歳入】一般会計の歳入と市税収入の内容は、以下のとおりとなっています。 

 ◇個人市民税は、平成２４年(前年)の収入が算定基礎となっており、所得割納税義務

者（給与所得者）一人当たりの納税額は、およそ１４万３，０００円でした。（『市町村

課税状況の調』） ◇法人市民税をみると、均等割納付額は、１，６８６法人で約１億７，

１００万円、法人税割納付額は、６６０法人で３億５，５００万円となっています。 

   市税収入の内訳】 
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【歳出】一般会計の歳出は、以下の通りとなっています。 

    【民生費の内訳】 

一般会計の歳出では、医療・福祉関係で約

４割、土木費、教育費と続きます。消防費は、朝霞地区一部事務組合への

負担金が主なものです。平成 27 年度からは、「子ども・子育て」、「介護保

健」で新たな事業計画がスタートします。    

下の表で純計集計は、一般会計から特別会計への操出金があり重複を控除した額とな

ります。 

純計集計をみると、いずれの

特別会計も歳出が上回ってい

ます。一般会計からの財源補て

んや法定負担の繰入金で特別

会計が運営されているとわか

ります。一般会計と特別会計に

は、こうした関係があります。 

歳入 歳出 歳入 歳出

2,354,780 2,227,463 2,353,031 2,066,513

国 民 健 康 保 険 748,489 704,601 701,707 704,601

後 期 高 齢 者 医 療 54,785 54,672 48,754 54,672

介 護 保 険 288,390 277,544 235,485 275,795

下 水 道 事 業 112,101 102,886 69,870 102,886

駅北口土地区画整理 13,826 13,162 825 13,162

合 計 1,217,592 1,152,866 1,056,642 1,151,116

3,572,372 3,380,329 3,409,672 3,217,629

（単位：万円）

単純総計 純計集計

一 般 会 計

特
別
会
計

一 般 ・ 特 別 会 計 合 計

注：千円以下四捨五入のため各会計を合計したものと合計、一般・特別
会計合計と数字が一致しない場合あり。

支出額 構成割合(％)

民 生 費 87億78万円 39.1

土 木 費 32億3,213万円 14.5

教 育 費 31億1,972万円 14.0

総 務 費 25億6,808万円 11.5

公 債 費 16億5,046万円 7.4

衛 生 費 13億2,333万円 5.9

消 防 費 9億1,985万円 4.1

諸 支 出 金 3億5,516万円 1.6

議 会 費 2億430万円 0.9

商 工 費 8,250万円 0.4

労 働 費 6,516万円 0.3

農 林 水 産 費 5,316万円 0.2

歳 出 合 計 222億7,463万円 －

（単位：％）（千円以下は、四捨五入）

平成25年度　一般会計歳出決算


